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主要ニュース 

【内政】 ●国民自由党のルドビック・オルバン新内閣が議会における信任投票を経て成立した。 

●大統領選挙（第一回投票，決選投票）が実施された。決選投票では，現職のヨハニス大統領が，ダン

チラ前首相を抑えて再選された。 

●ダンチラ社会民主党党首が党首を辞任した。 

【外政】 ●アディナ＝ヨアナ・ヴァレアン新欧州委員（運輸担当）を含む，新欧州委員会が，承認・任命された。 

●クズミン駐ルーマニア・ロシア大使は，マルガレータ王室代表によるスピーチへの批判をめぐり，ル

ーマニア外務省に呼び出された。 

●アルバニアで発生した地震を受けて，ヨハニス大統領らは弔意のメッセージを表明した。また，緊急

事態総局は，即時の支援物資及び捜索救助支援部隊の派遣を行った。 

【経済】 ●２０１９年９月ＧＤＰ成長率は＋４．０％（対前年同期比，季節調整前。季節調整後で＋４．１％）。 

●２０１９年１０月のインフレ率は３．２％で、ＥＵ２８か国中、最高水準。 

●２０１９年１１月１日の時点での欧州基金（２０１４～２０２０年）執行率は３３％（約１０１億４，

０００万ユーロ）で，ＥＵ２８か国平均の３６％執行率から３％下回った。 

内政 

■ オルバン新内閣の成立 

・４日、議会上下両院合同会は、１０月１５日に指名

されたオルバン新内閣の信任投票を行った。投票の結

果、出席議員２４０人，投票数２４０票、うち賛成２

４０票、反対ゼロ票で、オルバン新内閣は信任された。

議員総数は４６５，信任に必要な投票数は２３３票（過

半数）だった。信任投票に際しては、国民自由党（Ｐ

ＮＬ）は、ルーマニア救出同盟（ＵＳＲ）、国民の運

動党（ＰＭＰ）、ハンガリー人民主同盟（ＵＤＭＲ）、

自由民主主義同盟（ＡＬＤＥ）、少数民族政党からの

協力を取り付けていた。 

 社会民主党（ＰＳＤ）、プロ・ルーマニアは、本件

信任議決に欠席する方針で臨んだが，６名のＰＳＤ議

員、７名のプロ・ルーマニア議員が党の方針に反して

議決に参加し賛成票を投じた他，７名の無所属議員も

賛成票を投じたため，必要な過半数を超える信任票が

集まる結果となった。 

・同日夜、オルバン新首相及びトゥルカン副首相と１

６名の閣僚は、大統領宮殿で宣誓式を行い、新内閣が

正式に発足した。 

 ヨハニス大統領は、宣誓式の後スピーチを行い、オ

ルバン党首と国民自由党に祝意を述べるとともに、新

内閣の任期は残念ながら短いが、しかし、責務はより

困難なものになるだろうと述べた。ヨハニス大統領は，

新政府は、本年度予算の実施、来年度予算の可決、司

法関連法の議論の再開と修復、汚職との闘い、透明で

正しい選挙の実施等、緊急で重大な課題を解決しなく

てはならない、と述べた。 

・５日，ヨハニス大統領は，オルバン首相と共に，外

務省，内務省，国防省，法務省の大臣交代式に出席し

た。 

・７日，オルバン首相は，ＰＳＤ政権下で任命された

各省の次官４０名を解任したと述べた。 

 

■ 大統領選挙 
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･１０日，大統領選挙第一回投票が行われた。中央選挙

管理委員会（ＢＥＣ）発表（１１月１４日発表）の最

終結果は，以下のとおり。 

（投票結果） 

（１）クラウス・ヨハニス：３７．８２％（３４８．

５万票） 

（２）ヴィオリカ・ダンチラ：２２．２６％（２０５．

２万票） 

（３）ダン・バルナ：１５．０２％（１３８．５万票） 

（４）ミルチャ・ディアコヌ ：８．８５％（８１．５

万票） 

（５）テオドル･パレオログ：５．７２％（５２．７万

票） 

（６）ケレメン・フノール：３．８７％（３５．７万

票） 

（７）ラモナ・ブリュンシールズ ：２．６５％（２４．

４万票） 

（８）アレクサンドル・クンパナシュ ：１．５３％（１

４．１万票） 

（９）ヴィオレル・カタラマ ：０．５３％（４．９万

票） 

（１０）ボグダン・スタノエヴィチ：０．４３％（３．

９万票） 

（１１）カタリン・イヴァン：０．３６％（３．３万

票） 

（１２）ニネル・ペイア ：０．３４％（３．１万票） 

（１３）セバスティアン・ポペスク：０．３３％（３．

１万票） 

（１４）ジョン・バヌ：０．３０％（２．６万票） 

（投票率：５１．１９％） 

・１９日，大統領選挙決選投票の候補者としてヨハニ

ス大統領は，国立大学中央図書館において，ジャーナ

リスト，政治学者等を招いた公開対話イベントを行っ

た。対話の模様はテレビ各局でライブ放送された。ヨ

ハニス候補は，ＰＳＤの司法に対する攻撃を阻止した

実績を強調した。また，ＧＤＰ２％の国防予算の達成

実現やシビウＥＵサミットの実施，またＰＳＤからの

敵対に屈すること無く欧州の価値観を推進したこと等

につき述べた。また，中国からの投資について問われ，

中国との一定の距離感を示す発言を行った。公開対話

は，ヨハニス候補が，ダンチラ候補が求めている討論

会に応じない中で実施された。 

・１９日，ダンチラ候補も，議会宮殿において，ほぼ

同時間帯に長時間の記者会見を実施。ヨハニス大統領

が討論に応じないことを非難し，また，数多くの外遊

の実施や給与等の引き上げ等の実績を強調した。ダン

チラ候補は，中国とロシアとの対話に基づいた公正な

関係の必要性につき言及。また，在イスラエル大使館

のエルサレムへの移転を引き続き支持する，と述べた。 

・２４日，大統領選挙決選投票が行われ，現職のヨハ

ニス大統領の勝利が決定した。ヨハニス大統領の新た

な任期は，５年間。 

投票結果（中央選挙管理委員会（ＢＥＣ）発表）は以

下のとおり（有効投票数９，８４９，０５７票）。 

（１） クラウス･ヨハニス候補：６６．０９％ 

（６，５０９，１３５票） 

（２） ヴィオリカ・ダンチラ候補：３３．９１％ 

（３，３３９，９２２票） 

（投票率：５４．８６％（総投票数：１０，０３１，

７６２票）） 

ヨハニス大統領は，２４日２１時（投票終了時刻）に，

ＰＮＬ党本部にて以下のとおり述べた。 

「これは，これまでのＰＳＤに対する勝利の中で最も

決定的な，非常に重要な勝利である。今後はこの勝利

を受けて，多くのことを成し遂げ，修復しなくてはい

けない。私は，ルーマニアの現代化と欧州化のために，

民主主義政党による新たな多数派を形成したい。 

 私は，ルーマニアのために全面的に取り組む大統領

となる。ＰＳＤは，大きな敗北をしたが，我々はまだ

この戦いに勝ったわけではない。地方選挙，議会選挙

でも投票に行かなくてはいけない。ＰＳＤを野党にし

てからようやく，我々が希望していたとおりに，ルー

マニアを普通の国にすることができる。」 

 

■ ダンチラＰＳＤ党首の辞任 

・２６日，ＰＳＤは，全国執行委員会（ＣＥＸ。党の

幹部会）を開催し，大統領選挙の敗北をふまえた党の

執行部の進退につき協議した。６時間以上に及ぶ協議
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の中で，副党首全員が辞任を表明し，最終的にはダン

チラ党首も党首職を辞任した。唯一，テオドロヴィッ

チ党首代行は，辞任を拒否した。ＣＥＸでは，今後，

来年２月に行う党大会までは，マルチェル・チョラク

下院議長が暫定党首，パウル・スタネスク上院議員が

暫定幹事長を務めることが決定された。ダンチラ党首

は，今後，ＰＳＤ女性組織の長を務める。 

 

■ その他 

・４日，プロ・ルーマニア党は，ＰＮＬ新政権の信任

に賛成票を投じた同党の７名の議員につき，党内や議

会における役職を剥奪する，またソリン・クンペアー

ヌ及びダニエル・コンスタンティン副党首の党員資格

を剥奪することを決定した。ポンタ党首は，ＰＮＬ政

権の信任を促したとしてトゥドセ欧州議員を非難した

が，トゥドセ欧州議員は，逆にFacebook上で，ポンタ

党首に辞任を迫った。 

・１２日，ＰＳＤのＣＥＸは，アナ・ビルチャル前法

務大臣及び，コズミン・グシャ元議員の党からの除名

を決定した。ビルチャル前法務大臣は，裁判官の特別

法務査察局の廃止問題等を巡り，党内の地方有力者か

ら問題視されていた。 

・１６日，新たに全国フォルツァ党（Partidul Forta 

Nationala）党首に選出されたメレシュカーヌ上院 

議長は，大統領候補決選投票でダンチラ候補を支持す

る意向を示した。全国フォルツァ党は，レムス・ボル

ツァ議員が創設した。メレシュカーヌ党首の他，ガヴ

リレスク元環境大臣等，ＡＬＤＥを脱した議員等が所

属している。 

・２０日，大統領選挙でのバルナ党首の敗北を受けて

行われたルーマニア救出同盟（ＵＳＲ）の党内オンラ

イン投票が行われた。その結果，総投票数の４分の３

以上の信任を得て，バルナ党首の続投が決定した。 

・２６日，ヨハニス大統領は，早期選挙について「一

つの良い解決方法ではあるが，まだ時期について協議

するのは早すぎる」と述べた。 

 

外政 

■ 主な要人往来 

・２０日，アウレスク外務大臣は，ＮＡＴＯ外務大臣

会合に出席するため，ブリュッセルを訪問した。また，

同地でポンペオ米国務長官と協議し，黒海におけるＮ

ＡＴＯのプレゼンス等につき協議した他，ルーマニア

新政府の優先事項の一つは，米国との間で締結した５

Ｇに関する了解覚書の実行である，と述べた。その他，

チャプトヴィチ・ポーランド外相と会談し，Ｂ９フォ

ーマットや「三海協力イニシアティヴ」の枠組みに基

づく，二国間関係の安全保障分野の協力強化を確認し

た。 

・２０－２１日，ヨハニス大統領，オルバン首相は，

欧州人民党（ＥＰＰ）党大会に出席するため，ザグレ

ブを訪問した。 

 

■ ＥＵ関連 

【新欧州委員を巡る動き】 

・６日，フォン・デア・ライエン次期欧州委員長は，

４日に成立したオルバン新政府から，６日に欧州委員

会に対して提出された２名の新欧州委員候補につき検

討した結果，アディナ・ヴァレアン欧州議員の提案を

受け入れることを決定した。もう一名の提案は，ジー

グフリード・ムレシャン欧州議員であった。 

・１２日，欧州議会法務委員会は，ヴァレアン候補（運

輸担当）を全会一致で承認した。（同日，ルーマニア

議会両院欧州問題委員会も，ヴァレアン候補を賛成２

５票，棄権３票で承認。） 

・１４日，欧州議会運輸委員会は，ヴァレアン候補を

承認した。 

・２８日，欧州理事会はヴァレアン委員を含む新欧州

委員会を任命した。同日付プレスリリースにおいて欧

州理事会は，「欧州理事会は，２０１９年１２月１日

から２０２４年１０月３１日までの期間における新欧

州委員会を書面手続きにより任命した。これは，２０

１９年１１月２７日の欧州議会による新欧州委員会に

対する同意を受けたもの。」と発表した。 

・２９日，ヴァレアン新欧州委員は，ルーマニアは引

き続き道路インフラへのＥＵ基金受給に努力していく，

と述べた。また，西ヨーロッパと東ヨーロッパの道路

インフラにおける連結性の乏しさは，冷戦にルーツが
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ある，と述べた。 

【その他】 

・２０日，ＥＰＰ党大会でザグレブを訪問中のオルバ

ン首相は，フォン・デア・ライエン欧州委員会新委員

長，カタイネン副委員長，トゥスク現欧州理事会理事

長，メルケル独首相と，会談を行った。また，バラッ

カー・アイルランド首相，ミツォタキス・ギリシャ首

相，ビアライン・オーストリア首相，及びプレンコヴ

ィッチ・クロアチア首相とそれぞれ会談を行った。 

・２０日，ムレシャン欧州議員は，ＥＰＰ副党首に選

出された。 

 

■ 米国関連 

・３日，８月のヨハニス大統領訪米の際に米・ルーマ

ニア間で署名された５Ｇに関する了解覚書が機密規定

解除された。また，ルーマニアの５Ｇの入札は２０２

０年前半に延期となった。 

・２０日，米上院は，アドリアン・ザッカーマン氏の

次期駐ルーマニア米国大使の任命投票を行い，賛成６

５票対反対３０票で承認された。同氏はニューヨーク

在住の不動産を専門とする法学者で，幼少期にルーマ

ニアから米国に移住した経歴を持つ。 

 

■ 周辺国との関係 

【モルドバ共和国の内閣不信任案可決】 

・１２日，ヨハニス大統領は，モルドバ共和国におけ

る，同日のサンドゥ内閣への不信任決議の採択を受け

て，これはモルドバ共和国とその国民にとって中長期

的な利益に反するものである，と述べた。また，同日，

オルバン首相は，この決定はモルドバ共和国の今後の

発展に多くの疑問を呈するものであり，正当性ある民

主主義を保証しないモルドバ共和国政府へのルーマニ

アからの協力の可能性は非常に制限されるであろう，

と述べた。 

【マルガレータ・ルーマニア王室代表スピーチ：対ロ

シア関係】 

・２６日，クズミン駐ルーマニア・ロシア大使は，ル

ーマニア外務省に呼び出された。これは，２１日にマ

ルガレータ王室代表が，外交団向けロイヤル・イブニ

ングでのスピーチにおいて言及した，黒海地域の安全

保障と「ロシアによる攻撃」につき，同大使が駐ルー

マニア・ロシア大使館Facebookページ上で批判したこ

とを受けたもの。同投稿内で，ロシア大使館は，マル

ガレータ王室代表は，歴史的・地政学的「恐怖症（フ

ォビア）」があると述べていた。アウレスク外務大臣

は，クズミン大使との対話において，同投稿内のロシ

アの立場は「許容不可能」なものであり，二国間関係

への悪影響を避けるためにも，非建設的な言説を用い

ないことの重要性等につき強調した。また，両国間の

関係向上のためにも，国際法の原則と考えに基づく，

実利的なアプローチの有意性等を主張した。 

【アルバニアで発生した地震に関して】 

・２６日，ヨハニス大統領は，同日にアルバニアで発

生したマグニチュード６．４の地震を受けて，メタ・

アルバニア大統領へ，哀悼のメッセージを送った。 

 同日，アラファト・内務省緊急事態総局長官は，ル

ーマニアは，アルバニアに向け，５０人の捜索救助支

援部隊の派遣準備を開始した，と発表した。同長官は，

地震発生後，欧州委員会人道援助・市民保護総局より，

支援に向けた体制が稼働開始したとの報告を受け，防

衛省とも協力して，災害発生時最も重要な，一刻も早

い対応を行ったと述べた。 

 また，チウカ国防大臣は，プレスリリースにおいて，

緊急事態総局の救助隊等を搬送するため，ルーマニア

空軍のＣ－２７スパルタン及びＣ－１３０ヘラクレス

の２機のアルバニアへの飛行を承認した，と発表した。 

・２９日，アウレスク外務大臣は，チャカイ・アルバ

ニア欧州・外務大臣代行と電話会談を行った。この中

でチャカイ大臣代行は，ルーマニアによる迅速な緊急

支援対応に感謝の意を表明し，その後の復興に向けた

支援への期待も表明した。 

・１２月１日，派遣されていた支援部隊が帰国し，オ

トペニ第９０基地でヴェラ内務大臣並びにアラファト

長官に迎えられた。同日，ルーマニア政府は，大地震

による甚大な被害を受けたアルバニアに向けて，テン

ト，寝袋，ベビーベッド，ブランケット，マットレス，

及びベッド・シート等の人道支援物資を送付する予定

であることを発表した。 
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■軍事・安全保障関係 

・６日，アウレスク新外務大臣は，ストルテンベルグ

ＮＡＴＯ事務総長と電話会談を行い，黒海地域におけ

るＮＡＴＯのプレゼンス等について意見交換を行った。 

・１４日，チウカ国防大臣は，クレム米国大使と会談

し，ルーマニアと米国の戦略的パートナーシップや防

衛協力の強化等について協議を行った。 

・１９日，チウカ国防大臣は，クレム米国大使他ＮＡ

ＴＯ諸国の大使と共にデヴェセル軍事基地（イージ

ス・アショアを配備）を訪問し，国防省はＧＤＰ比２％

の国防費を引き続き確保すると述べた。 

・１９日，ヨハニス大統領は，ＥＵ自体が防衛システ

ムを持つべきという主張がＥＵ内にあることを認めつ

つ，それはＮＡＴＯを補完するものであるべきであり，

欧州軍創設は実現可能性が低いという考えを示した。 

 

経済 

■ マクロ経済 

（特に記載のない限り，対前年比又は前年同期比，季節

調整後，出典は国家統計局ＩＮＳ） 

 

【９月分統計】 

（１）鉱工業 

 ８月 ９月 

工業生産高  ▲６．７％ ▲４．８％ 

工業売上高(名目)  １．２％ ５．２％ 

工業製品物価指数 ３．３％ ３．１％ 

新規工業受注高(名目)  １．３％ ５．６％ 

工業生産高が若干加速。工業売上高（名目）及び新規工

業受注高（名目）が加速。 

 

（２）販売 

 ８月 ９月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
８．０％ ７．０％ 

自動車・バイク売上高 １１．２％ １２．２％ 

小売業売上高 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

２．１％ 

ユーロ圏 

３．１％ 

EU２８か国 

２．５％ 

EU２８か国 

３．２％ 

なお，９月の小売業売上高（ユーロスタット）対前年同

月比では，ルーマニア(＋７．０％)が最も増加し，次いで

ハンガリー(＋５．８％)及びアイルランド（＋５．２％）。 

 

（３）その他 

建設工事 ８月  ９月 

３５．０％ ３２．４％ 

建設工事が加速。 

 

（４）輸出入 

輸

出 

８月 ９月 

€５０億３２０万 

（▲２．５％) 

€６０億９，９４０万 

（４．４％) 

RON２３６億４,６００万 

(▲０．８％） 

RON２８８億８,２００万 

(６．４％） 

輸

入 

€６３億６,３４０万 

（▲２．６％) 

€７２億８,８５０万 

（７．０％) 

RON３００億７,４５０万 

(▲０．９％） 

RON３４５億１,１５０万 

(９．０％） 

  

【１月～９月分統計】 

（１） 鉱工業 

 ８月 ９月 

工業生産高  ▲１．９％ ▲２．１％ 

工業売上高(名目)  ５．８％ ５．７％ 

新規工業受注高(名目)  ５．３％ ５．４％ 

 

（２）販売 

 ８月 ９月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
７．１％ ７．１％ 

自動車・バイク売上高 ７．１％ ７．６％ 

 

（３）その他 

建設工事  ８月 ９月 

２０．６％ ２２．１％ 
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建設工事が若干加速。 

 

（４）輸出入 

輸

出 

８月 ９月 

€４５７億４,９２０万 

(１．７％) 

€５１８億４,６７０万 

(２．０％) 

RON２,１６８億４３０万 

(３．５％） 

RON２,４５６億７，７００万 

(３．９％） 

輸

入 

€５６５億９,９４０万 

（４．８％） 

€６３８億９,１７０万 

（５．１％） 

RON２,６８２億２８０万 

(６．８％） 

RON３,０２７億３，２８０万 

(７．０％） 

貿

易

収

支 

▲€１０８億５,０２０万 ▲€１２０億４,５００万 

▲RON５１３億９，８５０万 ▲RON５７０億５，５８０万 

 

【１０月分統計】 

・消費者物価指数  

 ９月 １０月 

全体 ３．４９％ ３．４０％ 

食料品価格 ４．０７％ ４．１６％ 

非食料品価格 ２．７８％ ２．５７％ 

サービス価格 ４．２４％ ４．１４％ 

消費者物価指数 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

０．８％ 

EU２８か国 

１．２％ 

ユーロ圏 

０．７％ 

EU２８か国 

１．１％ 

１０月の消費者物価指数（ユーロスタット）対前年同

月比では，キプロス（▲０．５％）、ギリシャ（▲０．

３％）及びポルトガル（０．１％）が最も低い。 

 

■ その他統計 

・８日，国立中央銀行（BNR）は，本年末インフレ率予測を

３．８％に下方修正，来年末同予測を３．１％と発表した。 

・１２日，２０１９年１０月のインフレ率は３．４％と発表され

た。統一消費者物価指数（HICP）に基づく年率は３．３％。

であった。また，１６日の発表では，ＥＵ２８カ国の同時期

のインフレ率は１．１％で，前月から１．２％減少。ルーマ

ニアに次いで，ハンガリーが３．０％，スロバキアが２．

９％を記録。（ＩＮＳ，Eurostat） 

・１４日，２０１９年第３四半期のＧＤＰ成長率（季節調整

前）は，＋３．０％（季節調整後は＋３．２％）と発表され

た（対前期比で，０．６％増加）（ＩＮＳ）。また，同時期の

EU28 カ国中，対前年同期比で最も高かったのは，ハン

ガリー（+4.8%），ポーランド（+4.0%），ブルガリア（+3.7%），

リトアニア（+3.6%），ルーマニア（+3.2%）。（ユーロスタット） 

・欧州復興開発銀行（EBRD）は，ルーマニアの２０１９年

経済成長率を，本年５月に発表された３．２％予測から上

方修正し，４．０％と発表。（６日） 

 

■公共政策 

・欧州基金省は，２０１９年１１月１日の時点での欧州基

金（２０１４～２０２０年）執行率を３３．００％（約１０１億４，

０００万ユーロ）と発表。EU２８か国平均の３６％執行率

から３％下回った。 

・２６日，政府は，２０２０年に最低賃金を７．２％増加させ

ると発表（月々グロス１５０レイ，手取り８３レイの増加）。 

 

■財政政策 

・公共財務省は，２０１９年９月末のルーマニアの財政収

支は，約２６９億７，２８０万レイ，対ＧＤＰ比で２．６２％の

赤字，１０月末のルーマニアの財政収支は約２８８億２，

８２０万レイ，対ＧＤＰ比で２．８０％の赤字であったと発

表。あったと発表。（昨年９月末の財政収支は約１６７億６，

５７０万レイ，対ＧＤＰ比１．７７％の赤字。） 

・７日，欧州委員会は，本年のルーマニア財政赤字は対

GDP 比３．６％，２０２０年予測は同４．４％，２０２１年は

同２．８％（財政収支約２８８億２８２０万レイ）と発表した。 

・２６日，本年2回目の予算修正（財政赤字対GDP比４．

３％の元）が行われ，労働・社会保障省，保健省，公共事

業・開発・行政省，財務省，経済・エネルギー・ビジネス環

境省はプラス，教育省，内務省，運輸・インフラ・通信省，

農業・農村開発省はマイナスの見直しとなった。 

 

■金融等 

・１０月末の外貨準備高は３４９億８００万ユーロ，金準備

高は１０３．６トンで不変。(ＢＮＲ) 
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・６日，ＢＮＲは，政策金利を年率２．５０％で据え置くこと

を決定。中銀貸出金利は３．５０％で，中銀預入金利は１．

５０％で据え置くことを決定。 

・１３日，２０１９年９月末経常収支発表は以下のとおり。 

（１） 経常収支は８１億３００万ユーロの赤字。（昨年同期

は６７億９，８００万ユーロの赤字。） 

（２）外国直接投資 (ＦＤＩ) は，４２億３，７００万ユーロ。

（昨年同期は４５億２，０００万ユーロ。） 

（３）中長期対外債務は，７３８億３，１００万ユーロ（２０１

８年末から８．１％増加，対外債務全体の６８．２％)。 

（４）短期対外債務は，３４４億８００万ユーロ（２０１８年末

から９．０％増加，対外債務全体の３１．８％)。(ＢＮＲ) 

 

■労働・年金関連 

・国家雇用庁（ＡＮＯＦＭ）は，２０１９年９月失業率は３％

（前月比０．０４％減，昨年同期比０．４％減）と発表。 

・国家統計局（INS）は，２０１９年９月末失業率を３．９％

（季節調整後。前月比０．１％増。）と発表。（３１日） 

・ＡＮＯＦＭは，２０１９年１０月失業率は２．９８％（昨年同

期比０．３５％減）と発表。（１２月４日） 

・INS は，２０１９年１０月末失業率を４．０％(季節調整後)

と発表。（２９日） 

・２０１９年９月の平均給与(グロス)は，５，０４１レイ(約１，

０６５ユーロ，対前月比１．２％増)。平均給与(手取り) は

３，０８２レイ (約６５２ユーロ，対前月比１．２％増)。なお，

平均給与(手取り)が最も高かった業種は，プログラミング，

コンサルティング及び関連活動分野（７，１０８レイ，約１，

５０２ユーロ)，他方最も低かったのは衣服製造業(１，７６

２レイ，約３７３ユーロ)。 (為替レートは１ユーロ＝４．７３

レイ) (ＩＮＳ，７日) 

 

■格付（２０１９年１２月１３日付） 

Fitch  外貨建長期(国債) ＢＢＢ- (安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ   (安定的) 

 

Ｓ＆Ｐ 外貨建長・短期   ＢＢＢ-／Ａ-３（ネガティブ） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ-／Ａ-３（ネガティブ） 

 

ＪＣＲ 外貨建長期     ＢＢＢ  (安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ+ （安定的） 

（内はアウトルック） 

 

我が国との関係 

・１０－１７日，ルーマニア商工会議所（ＣＣＩＲ）

のミッションが訪日した。大阪商工会議所とのＭＯＵ

締結等が行われた。 

・２１日，チウカ国防大臣は，表敬で訪れた野田日本

大使と会談し，防衛分野における二国間協力につき協

議した。チウカ大臣は，安全保障環境が複雑する中に

おける，日本大使の防衛分野への関心に感謝した。 

・２６日，ポペスク経済・エネルギー・ビジネス環境

大臣は，表敬で訪問した野田日本大使と会談し，二国

間経済関係強化等につき協議した。 


